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１．研究計画の概要 
(1)カワゴケソウ科は河川の岩上という極限

環境に生育する水生植物である。その環境に

適応した形態の劇的な進化を、発生形態学的

観察・系統解析により、さらには遺伝子発現

解析を加えることによって明らかにする。 

(2)それぞれの種属の形態進化は、狭い地域に

しか分布しない固有種属や単型属が著しいこ

の科の多様化と不可分であるので、南アジア

・東南アジアで野外調査し、どこにどんなカ

ワゴケソウ科がいるか、その多様性と植物相

の基礎的な調査研究を行い、アジアのどの地

域で多様化し、分布域をどのように広げたか

という歴史的生物地理を解析する。 

２．研究の進捗状況 
(1)ラオス・タイ、インド、日本で野外調査し、

資料収集を行った。証拠標本の他、形態観察

用液浸資料、系統解析用乾燥サンプル、実生

培養・形態観察用種子を採集した。遺伝子単

離と発現解析用にアルコール液浸資料と

RNAlater液浸資料を現地で作成した。 

 

(2) matK遺伝子を用いた分子系統解析と比

較形態観察を行い、従来の属の定義を覆す

系統関係を推定した。その結果、Dalzellia 
gracilisを新属Indodalzelliaに分類し、２

新属ParacladopusとHydrodiscusを提唱した。

タイには２亜科、10属、42種が分布する

ことがわかり、タイを含む東南アジアが

カワゴケソウ科の多様性が極めて高い

ことがわかった。ラオスでも多くの種が

発見され、調査を継続中である。  
 

(3)実生および成体の形態を観察した結果、

分裂組織（およびその有無）、ボディプラン

形成、葉・根・花の器官形成が独特であるこ

とが明らかになった。カワゴロモで、苞が葉

と同様に内生的に発生し、しかも細胞脱離に

より個別化することを発見した。一方、花自

身は通常通り外生的に形成された。ラオス

産の種は単子葉であり、根がなく、しかも

茎頂分裂組織を欠き、胚軸からシュートが発

生した。Weddellina squamulosa の発生形態学

研究から、この植物のシュートと他の種属の

葉が相同である可能性が示唆された。 

 

(4)STM、WUS、PHAN相同遺伝子の単離

と発現解析を行い、Terniopsis brevisでは

前2者は茎頂、後者は葉で、カワゴロモ

では3者全てが葉で発現することを明ら

かにした。このような発現パターンは特

異な形態と関連がある。  
 
(5)系統地理学的解析から、アジアはトリス

ティカ亜科の１次的多様化の地域であると

ともに、カワゴケソウ亜科の２次的多様化の

地域でもあると推定した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
現地調査・材料収集により、タイ・ラオスに
は予想以上の種多様性があり、形態観察、遺
伝子発現解析などで相当の成果が得られた。 
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４．今後の研究の推進方策 
東南アジアでの調査については現地協力者
の強い協力により、期待通りの研究が実施で
きる見込であるが、南アジアの保護地域での
調査は、許可を得ることが難しく、得られな
い場合はその周辺域で調査することになる。
それ以外の形態観察，系統解析，遺伝子発現
解析などについては計画通り進める予定で
ある。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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〔その他〕 
カ ワ ゴ ケ ソ ウ 科 デ ー タ ベ ー ス Asian 
Podostemaceae (URL. 
http://www.kahaku.go.jp/research/db/botan
y/podostemaceae/1index.html) 


